
10
月
27
日
、
平
和
・
民
主
・
革

新
の
日
本
を
め
ざ
す
春
日
部
の
会

（
春
日
部
革
新
懇
）
は
、
総
会
と

学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
伊
藤
千
尋
氏
が
、
「
息
づ
く

市
民
の
力
/
９
条
を
活
か
す
日
本

～
15
％
が
社
会
を
変
え
る
」
と
題

し
講
演
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

以
下
、
発
言
の
要
旨
を
紹
介
し

ま
す
。

ア
フ
リ
カ
沖
の
カ
ナ
リ
ア
諸
島

や
、
ト
ル
コ
の
チ
ャ
ナ
ッ
カ
ル
な

ど
に
日
本
国
憲
法
９
条
の
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
和
を
願
う

世
界
の
住
民
か
ら
、
９
条
の
価
値

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
４
９
年
に
平
和
憲
法
を
作
っ

た
コ
ス
タ
リ
カ
で
は
、
憲
法
に
基

づ
き
本
当
に
軍
隊
を
な
く
し
ま
し

た
。そ

れ
ま
で
内
戦
に
よ
り
疲
弊
し
、

国
家
予
算
の
３
割
を
占
め
て
い
た

軍
事
費
を
全
て
子
ど
も
た
ち
の
教

育
費
に
あ
て
、
幼
児
教
育
か
ら
高

校
教
育
ま
で
を
完
全
無
償
化
し
て

い
ま
す
。
（
＊
医
療
費
も
無
償
）

１
９
８
７
年
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
オ
ル
カ
ル
・
ア
リ

ア
ス
大
統
領
（
当
時
）
は
、
「
平

和
は
自
国
だ
け
で
は
で
き
な
い
」

と
平
和
の
輸
出
を
積
極
的
に
お
こ

な
い
近
隣
国
の
３
つ
の
戦
争
を
終

わ
ら
せ
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
憲
法
裁
判
所
を
作

り
、
小
学
生
か
ら
成
人
ま
で
年
間

２
万
件
も
の
「
違
憲
訴
訟
」
が
起

こ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
賠
償
を
目

的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
社
会

を
憲
法
の
理
想
に
近
づ
け
る
た
め

に
機
能
し
て
い
ま
す
。

平
和
学
の
ヨ
ハ
ン
ガ
ル
ト
ゥ
ン

グ
博
士
は
、
積
極
的
平
和
（
ｐ
ｏ

ｓ
ｉ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
）
と

は
、
戦
争
が
な
い
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
「
紛
争
の
元
と
な
る
差
別
、

格
差
、
い
じ
め
な
ど
を
な
く
し
、

社
会
に
正
義
を
も
た
ら
す
」
と
定

義
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
安
倍
首
相
の
積
極
的
平

和
主
義
（
ｐ
ｒ
ｏ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｉ
ｂ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｔ

ｏ

ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
）
は
、
先
制
攻
撃

容
認
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
東
ア
ジ
ア
で
は
、
「
日
本
国

憲
法
９
条
は
、
戦
後
70
年
の
間
、

北
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
対
決
を
避
け

る
平
和
の
鍵
と
し
て
機
能
し
て
き

た
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
９
条
へ
の
自
衛
隊

の
明
記
は
、
後
法
優
先
の
原
則
に

よ
り
９
条
前
文
が
無
効
化
し
制
限

の
な
い
戦
争
参
加
の
道
が
開
か
れ

ま
す
。

安
倍
改
憲
を
許
さ
な
い
戦
い
の

鍵
と
し
て
、
韓
国
の
デ
モ
に
象
徴

さ
れ
る
「
歌
」
と
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
の

活
用
や
、
バ
ル
ト
三
国
の
独
立
を

勝
ち
取
っ
た
、
「
人
間
の
鎖
」
な

ど
「
楽
し
い
活
動
」
が
重
要
で
す
。

日
本
で
も
、
沖
縄
宮
古
島
の
自

衛
隊
誘
致
を
決
め
た
議
会
に
対
し
、

抗
議
の
呼
び
か
け
に
２
時
間
で
３

５
０
０
人
が
集
ま
り
、
議
会
に
白

紙
撤
回
を
さ
せ
た
市
民
運
動
が
あ

り
ま
す
。

15
％
の
市
民
が
立
ち
上
が
れ
ば
、

「
大
多
数
の
民
意
」
と
映
り
ま
す
。

教
訓
は
「
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
」

で
す
。
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憲
法
を
活
か
す
コ
ス
タ

リ
カ
か
ら
学
ぼ
う

春

日

部

革

新

懇

が

総

会

＆

学

習

会

15
％
が
社
会
を
変
え
る

教
訓
は
「
あ
き
ら
め

な
い
」
こ
と
！



10
月
16
日
～
18
日
、
市
議
会

教
育
環
境
委
員
会
（
松
本
ひ
ろ

か
ず
、
大
野
と
し
子
議
員
所
属
）

は
、
岩
手
県
盛
岡
市
、
宮
城
県

多
賀
城
市
、
福
島
県
白
河
市
を

視
察
し
ま
し
た
。

盛
岡
市
（
人
口
25
万
９
千
人
）

の
盛
岡
南
公
園
球
技
場
（
平
成

11
年
11
月
供
用
開
始
）
は
、
サ
ッ

カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
に
使
用
さ
れ

る
球
技
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す
。

天
然
芝
の
グ
ラ
ン
ド
が
２
面

あ
り
、
５
千
人
収
容
で
き
る
観

客
席
が
あ
り
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

競
技
国
際
規
格
に
適
合
し
、
平

成
26
年
度
か
ら
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
Ｊ
３
の
「
グ
ル
ー
ジ
ャ

盛
岡
」
の
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

で
、
学
生
や
社
会
人
に
よ
る
各

種
大
会
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
に
岩
手
銀
行
が

命
名
権
を
取
得
し
、
同
年
4
月

1
日
か
ら
「
い
わ
ぎ
ん
ス
タ
ジ

ア
ム
」
（
略
称
：
い
わ
ス
タ
）

の
呼
称
を
用
い
て
い
ま
す
。

建
設
費
は
約
10
億
６
千
万
円

で
、
用
地
取
得
費
等
を
含
む
総

事
業
費
は
約
33
億
５
千
万
円
で

す
。
公
益
財
団
法
人
盛
岡
市
体

育
協
会
が
指
定
管
理
者
で
す
。

芝
の
育
成
の
た
め
に
平
日
の

利
用
を
制
限
し
、
管
理
の
た
め

の
専
門
職
員
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
利
用
率
を
あ
げ
る
た
め
に

は
人
工
芝
の
導
入
が
有
効
で
す

が
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
で
は

天
然
芝
の
使
用
と
な
っ
て
い
る

た
め
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

こ
の
施
設
の
ほ
か
に
、
人
工

芝
な
ど
の
サ
ッ
カ
ー
場
は
市
内

に
５
面
あ
り
ま
す
。
春
日
部
市

に
は
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
は
な
い

の
で
、
市
民
が
利
用
で
き
る
施

設
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
ま
す
。

多
賀
城
市
（
人
口
６
万
２
千

人
）
は
、
「
東
北
随
一
の
文
化

交
流
拠
点
」
整
備
の
中
心
と
し

て
、
２
０
１
６
年
3
月
に
Ｊ
Ｒ

仙
石
線
多
賀
城
駅
北
口
か
ら
徒

歩
1
分
の
場
所
に
市
立
図
書
館

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
約
33

億
円

（
図
書
館
部
分
は
約
18
億
円
）

で
、
指
定
管
理
者
は
「
蔦
屋
書

店
」
な
ど
を
経
営
す
る
「
Ｃ
Ｃ

Ｃ
（
株
）
」
で
す
。
３
階
建
て

の
図
書
館
（
開
架
21
万
冊
、
蔵

書
22
万
冊
）
の
隣
は
書
店
（
１
・

２
階
）
と
レ
ス
ト
ラ
ン
（
３
階
）

で
す
。
市
民
利
用
率
50
％
目
標

で
す
が
、
専
門
性
・
継
続
性
・

安
定
性
、
公
共
性
が
求
め
ら
れ

る
図
書
館
に
、
民
間
業
者
導
入

の
是
非
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

白
河
市
の
視
察
報
告
は
市
議

会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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休
日
の
当
番
医

図
書
館
の
指
定
管
理

者
は
「
蔦
屋
書
店
」

芝
の
ス
タ
ジ
ア
ム
（
盛
岡
市
）

駅
前
市
立
図
書
館
（
多
賀
城
市
）

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
事
業
（
白
河
市
）

天
然
芝
の
グ
ラ
ン
ド
２
面

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
拠
点

教育環境委員会

視察報告

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

11/ 4(日)

11/11(日)

いわぎんスタジアム（盛岡市）

駅から徒歩１分の多賀城市立図

書館(左側)と蔦屋書店(右側)


